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察するものである。                                                                














「スピリチュアルズ」の即興性の仕組みを明らかにすることを目的としている。                                                                   




Singing）」、収集楽譜の「第 1部から第 4部（Part I- Part IV）」、「編集者あとがき（Editor’















いて考察する。                                                                   



























その 3 度関係に基づいて旋律線が比較的自由に形成されているもの。④旋律が 3 音配列の
位置から他の位置に移される構造。⑤R・A・ウォーターマンの「オーヴァーラッピング・
コール・アンド・レスポンス」による偶発的発現についての各分析及び考察を行う。旋律及
び和声についての 4 点目は、3 点目に挙げた先行研究の各論考を基に S.S.U.S.収録曲の楽
譜から音が重複記譜されている箇所を重点的に分析し、そこから伺えるヘテロフォニー歌
















されるという結論を導いている。                                                                 
 終章では、各章（リズム、旋律及び和声、そして呼応及び反復）の考察から導かれたS.S.U.S.
の即興性について明らかにする。                                                                  
 先ず各章（リズム、旋律及び和声、そして呼応及び反復）の楽曲分析に基づいて導かれた





起する歌詞を伴ったフレーズが使用される。                                                      
 次いで各要素の考察から導かれた即興性には繋がりがあり、相互に作用していることを
結果として導いている。                                                                   
 最後にアメリカ合衆国南部のバイブルベルトにおける即興性を帯びた宗教音楽の貢献並
びに今後の研究の課題について述べている。  
